


















































































































































































































2012年  日本ジュエリー ア トー展  入選作品
2014年  日本ジュエリー ア トー展  入選作品
2016年  日本ジュエリー 展  参考入選作品
ブローチ「雄大」 Pt900.K18YG.アンモライト.
ボルダーオパール.サファイヤ.ダイヤモンド 2016年  日本ジュエリー 展  入選作品















































産学連携事業・産学協同開発  「学生による創作ジュエリー 展」
2013年春に懇親会で当時、栄光時計株式会社 東京営業
































2012年春に懇親会で株式会社 桑山 デザイン課の横山 裕 
氏からご紹介を受けて商品開発部長 水口 顕 氏と名刺交換し
てから交流が始まった。2012年7月17日に（株）桑山から水口 











水口 顕 氏（中央）、橋本直季 氏
（左）来校  2012．7．17
学生がインストラクター からFreeform
の指導を受ける  2014．4 Freeformで立体モデル作成の指導を受ける  2014．4

































































参考資料 奥村　樹 山上七彩 川立真由奈
塚本萌菜 堀井晶子
確定デ ターの鋳造（SILVERにて）
　　　　　　　　　　 石　羽蒙
右側面
70
１３）-2　意匠設計
ペンシルドロ イーング、ハイライトドロ イーングの演習
イラストレ ターー でサイコロの三面図・立体図を書く演習
鉛筆.定規.コンパスを使用して三面図・立体図を書く演習
イラストレ ターー で三面図・立体図を書く演習
ジュエリー デザイン教育の経過
71
13）-3　イラストレ ターー （Illustrator）でのデザイン画
・ デザイナー職で志願する場合は、手書きはもちろん、イラスト
レ ターー で書けることを求められる。
14）　まとめ
ジュエリー デザインコース立ち上げから9年に渡り、私が授業
参加した内容を私の資料と学生の作品で年代別も考慮しなが
ら編集しました。
当コースに入学してきた学生諸君は、ジュエリー に対して人
一倍の熱意と関心があるから、教える方としては高度な授業展
開を1年生から行うことになる。産学連携にて（株）伊東商店、
（株）ケイ・ウノから講師派遣を受け、デザイン、制作、CADの指
導を現在も引き続き為されている。
就職希望の学生が多く、ジュエリー 業界に就職出来るように、
ジュエリー デザインの基礎造形力を習得する演習を行ってきた。
物作りを通して人作りをする授業である。
1年生に入ってきた学生が3年生くらいで大きく変わり、4年生
になるころには目標を持つようになり、就職を決めて凛 し々い人に
なる。この変化が毎度とても嬉しく思う。
ほとんど就職して社会人になっている。ジュエリー 業界の全
国規模大手企業である（株）桑山、栄光時計（株）、（株）ミキモト
装身具、（株）ケイ・ウノ、（株）ツツミ、（株）杢目金屋、（株）七大陸、
（株）髙田寶飾店などに就職している。
地元のジュエリー 企業中部エリアでは、（株）伊東商店、（株）
浅井商店、（株）宝石の八神、（株）エンジェリー いのこ、（株）ピ
コ、（株）岩田時計舗、（株）三和（清水屋）、（株）ティアラ、（株）
ウェーブフロントセキガハラ、（株）ベノムグロウなど。その他ジュエ
リー 業界以外にも就職している。
産学連携事業の栄光時計（株）との「産学協同開発」、（株）
桑山との「産学共同活動」にて社会貢献が出来る学生の育成
に繋がり、就職が出来ている。
今後も、物作り・意匠（デザイン）・CADの3本の柱をしっかり
教育していくことが望まれる。
